
【知恵１：wisdom】一回目
知恵は知識と共に用いられることが多いようです。知恵は知識によって生まれるのかもしれません。知識

がなければ知恵も生じないとも言えます。ソクラテスは「無知の知」を説きました。「何も知らない自分」を「知

る」という意味かなと思います。しかし、もし知ってしまったら無知でなくなります。知ってしまったら、今まで

知らなかったことを知ります。以前は無知であったことを知りますが、知ってしまったら、知らないでは済まさ

れません。また、人間には知らなければならないことがあります。伝道者の書12章13節『結局のところ、も

うすべてが聞かされていることだ。神を恐れよ。神の命令を守れ。これが人間にとってすべてである。』【Let
us hear the conclusion of the whole matter:Fear God and keep His commandments,For this is
man’s all.】神は唯一であって、その方はイスラエルの民を導かれた天地創造の神です。他に神はいませ
ん。よくいわれる一神教の神です。しかし、多くの国々は多神教の神を信じています。彼らが神々としている

のは、神が創造されたものの一部です。それを偶像の神と呼びますが、Ⅰコリント 8章4節『・・・「世の偶像

の神は実際には存在せず、唯一の神以外には神は存在しない」ことを私たちは知っています。』【・・・ we
know that an idol is nothing in the world, and that there is no other God but one. 】まず、私たちは、偶像の神は
存在しないことを聖書の中から、知識として知らされます。ソロモンは伝道者の書で、人は結果的に神を恐

れて、神の命令を守ることがすべてであると書いています。ソロモンは外典で「ソロモンの知恵」という書物

を書いています。それほどまでにソロモンには知恵があったことを示しています。伝道者の書でソロモンは、

エルサレムの王として書き出しています。エルサレムは都市の名前で、ソロモンはイスラエルという国の王

です。ソロモンは王として、世にあるすべてのことを経験しました。その結果、すべては空しく、風を追うよう

なもので何一つ益になることはないと、書いています。

聖書は私たちに多くの知識を与えてくれます。では、この知識を得たならば、我々はどのように行動すべ

きか、知恵を用いて決めなければなりません。神を知るためには知恵が必要です。Ⅰテモテ2章5節『神は

唯一です。神と人との間の仲介者も唯一であり、それは人としてのキリスト・イエスです。』【For there is
one God and one Mediator between God and men, the Man Christ Jesus,】神とのつながりを持ちた
いならば、イエス・キリスト以外にいないのです。ユダヤ教とイスラム教では、彼らはイエス・キリストを拒ん

でいるので、神の救いを得ることはできません。

聖書の中にある箴言には、多くの個所で知恵ということばが出てきます。箴言9章１０節『主を恐れること

は知恵の初め、聖なる方を知ることは悟ることである。』【“The fear of the Lord is the beginning of
wisdom,And the knowledge of the Holy One is understanding.】人は知恵を求めますが、神を恐れることがあり
ません。神を恐れない者は愚か者といわれ、彼は神の知恵と訓戒を蔑み、自分の知恵を誇ります。しかし、

新約聖書では、人の知恵と神の知恵を比較して書かれてあります。Ⅰコリント人への手紙2章4～8 ・13節

『4そして、私のことばと私の宣教は、説得力のある知恵のことばによるものではなく、御霊と御力の現れに

よるものでした。5それは、あなたがたの信仰が、人間の知恵によらず、神の力によるものとなるためだっ

たのです。6 しかし私たちは、成熟した人たちの間では知恵を語ります。この知恵は、この世の知恵でも、

この世の過ぎ去って行く支配者たちの知恵でもありません。7私たちは、奥義のうちにある、隠された神の

知恵を語るのであって、その知恵は、神が私たちの栄光のために、世界の始まる前から定めておられたも

のです。8 この知恵を、この世の支配者たちは、だれ一人知りませんでした。もし知っていたら、栄光の主を

十字架につけはしなかったでしょう。13それについて語るのに、私たちは人間の知恵によって教えられたこ

とばではなく、御霊に教えられたことばを用います。その御霊のことばによって御霊のことを説明するので

す。』【4 And my speech and my preaching were not with persuasive words of human wisdom, but
in demonstration of the Spirit and of power, 5 that your faith should not be in the wisdom of men
but in the power of God.6 However, we speak wisdom among those who are mature, yet not the
wisdom of this age, nor of the rulers of this age, who are coming to nothing. 7 But we speak the
wisdom of God in a mystery, the hidden wisdom which God ordained before the ages for our glory,
8 which none of the rulers of this age knew; for had they known, they would not have crucified the
Lord of glory13 These things we also speak, not in words which man’s wisdom teaches but which
the Holy Spirit teaches, comparing spiritual things with spiritual..】 続きます。


